
レ
シ
ー
ブ
・
ス
パ
イ
ク
強
化

を
「
倶
知
安
戦
は
１
セ
ッ
ト
目
の
最

初
か
ら
流
れ
が
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

他
の
３
試
合
は
練
習
し
て
き
た
こ
と

を
十
分
出
し
切
れ
な
か
っ
た
」
と
言

う
。
３
年
生
が
引
退
し
て
、
新
チ
ー

ム
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、

練
習
不
足
は
否
め
な
い
。
「
も
っ
と

ス
パ
イ
ク
を
打
ち
き
る
、
レ
シ
ー
ブ

で
乱
さ
れ
な
い
チ
ー
ム
を
」
と
20
日

か
ら
の
私
学
全
道
大
会
に
向
け
て
、

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
る
。

上
京
す
る
ま
で
の
半
生

複
雑
な
生
い
立
ち

小
熊
秀
雄
は
一
九
〇
一
年
、
小
樽

市
稲
穂
町
（
小
樽
文
学
館
側
）
に
生

ま
れ
た
。
父
三
木
清
次
郎
は
洋
服
仕

立
人
、
母
小
熊
マ
ツ
（
入
籍
し
て
い

な
か
っ
た
）
は
秀
雄
よ
り
７
歳
年
上

の
異
父
姉
ハ
ツ
を
連
れ
子
し
て
い
た
。

秀
雄
が
３
歳
の
と
き
、
母
マ
ツ
死

去
。
姉
の
ハ
ツ
は
養
女
に
出
さ
れ
、

後
に
料
理
屋
に
五
百
円
で
身
売
り
さ

れ
た
。
小
樽
の
大
火
で
一
家
は
継
母

ナ
カ
の
本
籍
地
稚
内
へ
移
っ
た
。

10
歳
の
と
き
、
父
た
ち
は
樺
太
豊

原
へ
移
住
。
秀
雄
は
２
年
間
ほ
ど
秋

田
大
館
の
伯
母
に
預
け
ら
れ
可
愛
が

ら
れ
た
。

様
々
な
職
に
就
く

樺
太
泊
居
の
高
等
小
学
校
２
年
卒

業
後
（
15
歳
）
、
猟
師
手
伝
い
、
養

鶏
場
番
人
、
炭
焼
き
手
伝
い
、
農
夫
、

昆
布
拾
い
、
伐
木
人
夫
、
製
紙
パ
ル

プ
工
場
職
工
な
ど
に
従
事
、
ほ
と
ん

ど
独
立
の
生
活
を
営
む
。

小
樽
の
川
上
呉
服
店
で
耽
読

20
歳
に
な
り
、
徴
兵
検
査
を
受
け

た
と
き
に
母
マ
ツ
の
私
生
児
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
、
怒
り
、

以
後
小
熊
姓
を
名
乗
っ
た
。
幼
時
に

別
れ
た
姉
が
旭
川
に
い
る
こ
と
を
知

り
、
17
年
ぶ
り
に
再
会
。
職
が
な
く
、

小
樽
の
川
上
呉
服
店
（
色
内
町
８
丁

目
30
）
に
半
年
く
ら
い
勤
め
る
。
店

主
の
信
頼
厚
く
、
そ
の
家
か
ら
借
り

た
本
を
読
み
耽
っ
た
と
い
う
。

旭
川
新
聞
社
で
文
才
を
発
揮

21
歳
の
と
き
、
姉
ハ
ツ
の
世
話
で

旭
川
新
聞
社
に
見
習
い
記
者
と
し
て

入
社
。
社
会
部
記
者

と
な
っ
た
が
、
文
才

を
認
め
ら
れ
文
芸
欄

も
担
当
す
る
。

旭
川
新
聞
に
童
話

や
詩
を
次
々
と
発
表
。

ダ
ダ
イ
ズ
ム
に
惹
か

れ
た
。

23

歳
の
と
き
、

「
チ
ル
チ
ル
童
謡
・

童
話
会
」
を
起
こ
し
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
童
話
を
口
演
す
る
。
ロ
シ
ア
文

学
者
湯
浅
芳
子
氏
の
編
集
す
る
『
愛

国
婦
人
』
誌
に
童
話
「
焼
か
れ
た
魚
」

を
発
表
。

展
覧
会
に
鮭
を
貼
り
付
け
た
絵
を

出
品
。
そ
れ
を
犬
に
か
じ
ら
れ
る
と

い
う
漫
画
入
り
の
記
事
が
紹
介
さ
れ

評
判
に
な
る
。

つ
ね
子
さ
ん
と
結
婚
、
長
男
誕
生

24
歳
で
崎
本
つ
ね
子
さ
ん
と
結
婚
。

翌
年
長
男
焔
（
ほ
の
お
）
誕
生
。

今
野
大
力
ら
と
雑
誌
「
円
筒
帽
」

創
刊
。
こ
の
頃
、
旭
川
新
聞
に
詩
、

小
説
、
展
覧
会
評
な
ど
旺
盛
に
発
表
。

27
歳
の
と
き
、
父
が
樺
太
で
死
去
。

継
母
を
避
け
、
東
京
に
出
る
。

（
詩
集
『
長
長
秋
夜
』
小
熊
秀
雄
賞

市
民
実
行
委
員
会
編
よ
り
抜
粋
）

＊

＊

＊

▼
幼
少
期
の
つ
ら
く
厳
し
い
生
活
が
小
熊

の
人
間
形
成
、
作
品
の
根
幹
を
成
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
虐
げ
ら
れ
た
者
や
、
弱

い
立
場
の
人
た
ち
へ
の
あ
た
た
か
く
優
し

い
ま
な
ざ
し
の
作
品
を
書
い
た
の
は
こ
う

い
う
幼
少
期
を
送
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

（
第
36
回
高
文
連
上
川
支
部
図
書
研
究
会
、

氏
家
正
実
氏
の
講
演
よ
り
）

▼
徴
兵
検
査
ま
で
自
ら
が
「
私
生
子
」
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
複
雑
な
生
い

立
ち
を
も
つ
が
、
そ
の
せ
い
か
人
一
倍
孤

独
と
寂
寥
に
み
ち
た
詩
作
を
の
こ
し
た
。

詩
句
に
は
と
き
と
し
て
一
種
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
激
情
と
饒
舌
が
じ
ゅ
う
ま
ん
し
、
私
生

活
も
放
縦
を
き
わ
め
て
妻
子
を
泣
か
せ
た

が
、
そ
れ
は
小
熊
の
心
奥
に
ひ
そ
む
狂
お

し
い
ま
で
の
「
人
恋
し
さ
」
の
裏
返
し
で

も
あ
っ
た
ろ
う
。
（
「
小
熊
秀
雄
と
池
袋

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
展
」
窪
島
誠
一
郎
氏
）
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
戦
地
区
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
12
月
６
、
７
日
に
開
催
さ
れ
た
小
樽
・
後
志
高
校
新

人
戦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
、
小
樽
未
来
創
造
、
小
樽
潮
陵
、
小
樽

桜
陽
、
倶
知
安
と
対
戦
し
、
全
て
２-

０
で
破
り
、
優
勝
し
た
。
部
長
の
池
田

唯
莉
さ
ん
（
２-

３
）
に
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

出場選手

池田唯莉（２-３）

長田倖奈（２-３）

鈴木夢華（２-３）

鈴木帆華（２-４）

川原菜月（２-４）

庄野悠月（２-４）

笠井柚奈（２-４）

丸山憧恋（１-４）

青山柚羽（１-２）

レ
シ
ー
ブ
で
乱
さ
れ
な
い
チ
ー
ム
に

双葉歴史探偵事務所
□11□

小
熊
秀
雄
(2)
生
誕
の
地

複
雑
な
生
い
立
ち
が
作
品
に
与
え
た
二
面
性

㉒

「自画像」（1938年）

一般的に自画像は自分の姿を良

く見せたいという心理が働くもの

である。しかし、この作品には全

くその意識がない。おどおどした

目は正面を見ていない。頬に手を

あてて不安そうにあらぬ方を見て

いる。まるで自分の顔を直視する

のが怖いというふうである。ここ

には世の中の矛盾に果敢にあらが

う小熊の姿はない。社会的にも家

庭的にも矛盾だらけの自分に対す

る葛藤が直接的に画面に表れてい

るのである。（前市立小樽美術館

長 新明英仁氏）

小
熊
秀
雄
の
手
が
か
り
を
求
め
て
、
市
立
小
樽
文
学
館
を
訪
ね
た
。
学
芸
員
の

伊
藤
あ
や
さ
ん
が
対
応
し
て
下
さ
っ
た
。

文
学
館
・
美
術
館
で
は
平
成
７
年
（
一
九
九
五
年
）
に
「
小
熊
秀
雄
と
池
袋
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
展
ー
自
由
を
求
め
た
詩
人
と
画
家
た
ち
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
と
き
の
展
示
資
料
な
ら
び
に
冊
子
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。


